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【昨日の市況概要】 公示仲値 109.46

USD/JPY EUR/USD EUR/JPY GBP/USD AUD/USD
TKY  9:00AM 109.61 1.1316 124.00 1.2720 0.69990
SYD-NY High 109.77 1.1319 124.04 1.2736 0.70300
SYD-NY Low 108.24 1.1269 122.23 1.2629 0.69620
NY 5:00 PM 108.42 1.1294 122.43 1.2724 0.70200

NY DOW 27,572.44 461.46 日本2年債 -0.150 0.00bp        
NASDAQ 9,924.75 110.66 日本10年債 0.040 0.00bp        

S&P 3,232.39 38.46 米国2年債 0.23 2.00bp        
日経平均 23,178.10 314.37 米国5年債 0.45 ▲1.27bp     
TOPIX 1,630.72 18.24 米国10年債 0.88 ▲1.50bp     

ｼｶｺﾞ日経先物 23,220.00 75.00 独10年債 -0.3205 ▲4.15bp     
ﾛﾝﾄﾞﾝFT 6,472.59 -11.71 英10年債 0.3330 ▲2.00bp     

DAX 12,819.59 ▲ 28.09 豪10年債 1.1080 3.30bp        
ﾊﾝｾﾝ指数 24,776.77 6.36 USDJPY 1M Vol 6.38 0.80%
上海総合 2,937.77 6.97 USDJPY 3M Vol 6.32 0.49% 　

NY金 1,705.10 22.10 USDJPY 6M Vol 6.85 0.32%
WTI 38.19 ▲ 1.36 USDJPY 1M 25RR -1.06 Yen Call Over 【ドル円相場】 【対円騰落率（日次）】

CRB指数 137.50 ▲ 1.47 EURJPY 3M Vol 7.91 0.28%
ドルインデックス 96.62 ▲ 0.32 EURJPY 6M Vol 8.13 0.30%
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【昨日の指標等】

Date Time Event 結果 予想

6月8日 08:50 日 GDP(季調済/前期比)・確報 1Q -0.6% -0.5%
08:50 日 GDP(年率/季調済/前期比)・確報 1Q -2.2% -2.1%
08:50 日 GDPﾃﾞﾌﾚｰﾀｰ(前年比)・確報 1Q 0.9% 0.9%

Date Time Event 予想 前回
6月9日 18:00 欧 GDP(前期比/前年比)確報 1Q -3.8%/-3.2% -3.8%/-3.2%

23:00 米 卸売在庫(前月比)・確報 4月 0.4% 0.4%
23:00 米 卸売売上高(前月比) 4月 -2.0% -5.2%

【マーケット・インプレッション】 注目のFOMC開催

　

■今週のドル/円　見通し当資料は情報提供のみを目的として作成したものであり、特定の取引の勧誘を目的としたものではありません。当資料は信頼できると判断した情報に基
づいて作成されていますが、その正確性、確実性を保証するものではありません。ここに記載された内容は事前連絡なしに変更されることもあります。投
資に関する最終決定は、お客様ご自身の判断でなさるようにお願い申し上げます。また､当資料の著作権はみずほ銀行に属し､その目的を問わず無断で
引用または複製することを禁じます。なお、当行は本情報を無償でのみ提供しております。当行からの無償の情報提供を望まれない場合、配信停止を希
望する旨をお申し出ください。
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ﾆｭｰﾖｰｸ市場のﾄﾞﾙ円は109.41ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ。本日は主要な米経済指標の発表が予定されておらず、特段のﾍｯﾄﾞﾗｲﾝも見
当たらない中、110円を試す気配がないためか、見切り売りが強まる。109円を下抜けるとｽﾄｯﾌﾟﾛｽを巻き込みながら下落
の勢いが加速し、一時108.30をつける。その後、108.75まで反発するも、買いは長続きしなかった。午後は米金利が低位
で推移する中、108.24まで安値更新。その後、「FRB、ﾒｲﾝｽﾄﾘｰﾄ貸付ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの対象企業拡大」とのﾍｯﾄﾞﾗｲﾝが流れたり、
終盤にかけて米株が上げ幅を拡大し、S＆P500種は年初来の下げを全て埋めるも、ﾄﾞﾙ円の反応は限定的で、結局、
108.42ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞ。一方、ﾕｰﾛﾄﾞﾙは1.1277ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ。朝方はﾄﾞﾙ円の売りがﾕｰﾛﾄﾞﾙにも波及し、1.1318まで上昇す
るが、海外時間高値(1.1319)付近で上値が重くなり、1.1286まで反落。午後は新規材料が乏しい中、再び1.1300を挟んだ
ﾚﾝｼﾞで振幅し、結局、1.1294ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞ。

東
京

東京時間は109.61ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ。ﾄﾞﾙ円はやや弱含む展開。9-10日のFOMCにてｲｰﾙﾄﾞｶｰﾌﾞｺﾝﾄﾛｰﾙが議論される可能性
が報じられたことが上値を圧迫。109.40-55付近でもみ合う狭いﾚﾝｼﾞ推移のまま109.50ﾚﾍﾞﾙで海外時間へ渡った。
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ﾛﾝﾄﾞﾝ市場のﾄﾞﾙ円は､109.50ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡新規の材料に乏しい中で先週末の米雇用統計後の上昇分を緩やかに戻す展
開｡一時109.27まで下げ109.41ﾚﾍﾞﾙでNYに渡った｡ﾎﾟﾝﾄﾞﾄﾞﾙは､1.2690ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡ﾕｰﾛとともに対ﾄﾞﾙで弱含んだがﾎﾟﾝﾄﾞ
の下げ幅の方が大きかった｡英とEUの対話への閉塞感が重しになっているとの声が聞かれた｡英国内の必需品以外の店
舗の再開についての議論が進んでいたが影響薄｡1.2629まで下落したのち若干買い戻され1.2659ﾚﾍﾞﾙでNYに渡った｡

田中 竹内 筒井 加藤 関 光石 山岸 田坂 尾身 上野
ベア ベア ブル ブル ベア ブル ベア ベア ブル ベア
岡本 小野崎 玉井 原田 大庭 高村 松本 逸見 大谷 谷舗 ブル ベア
ベア ブル ベア ブル ブル ベア ベア ベア ベア ベア 7 13
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23:00 米 卸売売上高(前月比) 4月 -2.0% -5.2%

足元のドル円相場は6月に入り、各国経済再開への期待が先行、リスクオンが広がり、ドル円上昇する展開が続いた。

世界的に株式市場が堅調な動きを見せたことや先週末の米国の5月雇用統計が予想外に改善を示したことでドル円も

110円目前まで上昇するなど金融市場ではリスクオン相場ともいえる動きとなった。また米金利もドル円の上昇をなぞる

ように上昇しドル円のサポート材料となっているが、今後も株高・金利高・ドル高が併存するかどうかは本日から10日に

かけて米国では連邦公開市場委員会（FOMC）が一つカギとなりそうだ。

今回のFOMCでは前回発表が見送られた四半期経済見通しが発表され、金融政策としては新型コロナウイルス感染症

対策として導入した事実上のゼロ金利政策や量的緩和を維持する公算が高い。大きな政策変更はないとされてはいる

が、FRB当局者が今後の米国経済をどう予想しているかが明らかになる。また注目は、米国の景気停滞の長期化が懸

念される中、追加緩和策の議論に踏み込むかどうかだ。特にウィリアムズNY連銀総裁らが議論しているとされるFRB版

イールドカーブコントロールについては今回の導入は難しいだろうが、今後に向けての検討状況が気にかかるところ。

FOMCの結果と結果を経て米金利、株式市場がどう反応するかがドル円相場にも影響を与えそうだ。

筆者は足元の株高は期待先行であり、景気や企業業績等が回復したかどうかは見極めが必要との考えから徐々に

株高は一服、その他リスク材料である経済再開に伴うコロナ感染第2波や米中の対立や米国の抗議デモ等リスク材料

が顕在化しドル円上値重い展開となっていくと予想する。（松本）

担当：松本・逸見 TEL:03-3242-7070 FAX:03-3211-5825 LDN 00531-444-179 NY 00531-113-682
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